
 

『条解 民事訴訟法〔第２版〕』＊訂正表 

（第１刷・第２刷：２０１２年５月） 

 

３３５頁１６行目  

「即時抗告ができると解される」を「即時抗告ができる」と訂正する。 

 

４８４頁下から１６行目 

「正当な事由」を「正当な理由」と訂正する。 

 

４８４頁下から８行目 

「正当の事由」を「正当な理由」と訂正する。 

 

１２５８頁２行目 

｢裁判長｣を｢裁判所書記官｣と訂正する。 

 

１４４７頁８行目 

「３ヵ月以内」を「２週間以内」と訂正する。 

 

１５４２頁２０行目 

｢（３９８参照）｣を｢（４０３参照）｣と訂正する。 

 

１５５８頁下から７行目 

「本条が「棄却」の文字を使用しているのは、適当でない。」を削除する。 

 

１５６１頁下から５行目 

｢２９５条」を「２９４条」と訂正する。 

 

１５６３頁１４行目 

「控訴が違法であった場合」を「控訴が適法であった場合」と訂正する。 

 

１５９７頁１行目 

「第一審の判決書に第一審の判決書を引用する場合であっても、」を「控訴審の判決書に第一審の判

決書を引用する場合であっても、」と訂正する。 

 

 



１６２０頁１行目 

「最決平１０・４・２３判時１６７５-９１」を「最決平１1・４・２３判時１６７５-９１」と訂正する。 

 

１６２６頁２～４行目 

「また、上告理由書不提出のために原裁判所の上告却下決定を受けた後は、これに対する抗告（３１６

②）、または再審申立て（３４９）で争うことができると解すべきである（３３８①3の類推）。」を「また、上

告理由書不提出のために原裁判所の上告却下決定を受けた後は、これに対し即時抗告をすることが

できる（３１６②）。」と訂正する。 

 

１６４０頁最終行 

「最判平１９・３・２７民集６１‐２‐７１１」を「最判平１９・１・１６判タ１２３３-１６７」と訂正する。 

 

１６７７頁下から３行目 

「規 207、３」を「規 205・210、」と訂正する。 

 

１９６９頁右段２２行目 

「最決平１０・４・２３判時１６７５-９１……１６２０」を削除する。 

 

１９７０頁左段３行目 

「最決平１１・４・２３判時１６７５-９１……１６３９」を「最決平１１・４・２３判時１６７５-９１……１６２０，１６

３９」と訂正する。 

 

１９７１頁右段５行目直後 

「最判平１９・１・１６判タ１２３３-１６７……１６４０」を挿入する。 

 

１９７１頁右段１１行目 

「最判平１９・３・２７民集６１‐２‐７１１……１６４０，１６４２」を「最判平１９・３・２７民集６１‐２‐７１１……１

６４２」と訂正する。 

 

 


